
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白 馬 

高 校 

今年度の観光英語の授業では、昨年度に引き続き、４月１８日に好天の

中、地獄谷野猿公苑、小布施、善光寺へのフィールドワーク、６月７日に

は雨天の中、大王わさび農場、松本城、縄手通り、中町通りにフィールド

ワークに行ってきました。今年度も、本校では「高校生ホテル」が行われ

る予定であり、その場での英語ガイド技術を身につける、そして何よりも

地元の観光資源に対する知見を得るため、大変実りの多い現地実習にな

ったと思います。２回とも地元の旅館を営む丸山俊郎先生と白馬山麓ツ

アーズのガイドの方にお世話になりました。実際の英語ガイドの方から

直接指導していただけるというのはなかなかできない経験であり、地域

に支えられて教育活動を行っている白馬高校ならではの学びであると思

います。 
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パタゴニア 辻井隆行氏講演会【4 月23 日】 

ウィング２１でグローバル講演会が行われました。

過去には、上村愛子さん、岡田武史さん等著名人の

方に講演をしていただき、まさに多方面にわたる生

きた授業の一環です。今回は講師にパタゴニア日本

支社長である辻井隆行さんをお迎えして地球環境

についてご講演いただきました。 

 観光英語 フィールドワーク【4 月18 日・6 月7 日】 

善光寺 

 

 

その後、POW(Protect Our Winters)の高田翔太郎さんとともに、

本校代表生徒を交え、生徒たちの質問をもとにディスカッションを

していただきました。1992 年当時、耕地面積で地球上のたった

1%に過ぎないコットン栽培のためだけに、全世界で使われている

殺虫剤の 4 分の 1 が使われていたという驚きの事実のお話や、現

状のゴミ問題、そこからつながる現在の地球温暖化の具体的なグラ

フを目の当たりにした生徒たちは大変驚いていました。環境につい

て深く考えさせられた講演会となりました。 

 



         

 

 

 

 

 

 

登山道は冬を越え、倒木や雪解け水の流れなどによって荒れてい

ます。道に落ちている木の枝をどけたり、道にたまった水を抜く

ための溝を掘ったりしながら、まだ雪の残る白馬乗鞍岳へと登り

ました。その後は天狗原にて木道でのロープ張りも行いました。

自分たちの手で、安全で快適な登山のための環境づくりを行う、

貴重な経験となりました。 

 

実習に参加する生徒および実習先の企業の代表者並びに学校

関係者の三者で、デュアル実習協定書の調印式が開催されま

した。デュアルシステムとは学校の授業を受けながら、仕事

のトレーニングをすることで、仕事に対する意欲や意識が高

められたり、AO入試等で実際の体験談として自己PRの際

に自信を深められるなどの利点があります。 

＜本年度の実習先企業＞ 

・白馬観光開発株式会社 

・白馬東急ホテル 

・株式会社シェラリゾートホテルズ 

・パタゴニア白馬店 

 

 

春季クラスマッチ【5 月 30 日】 

小谷山案内人組合にご協力いただき、栂池自然園か

ら白馬乗鞍岳までの登山道整備のお手伝いをさせて

いただきました。梅雨の荒天により、予定より１日

延期しての実施となりましたが、当日は天気に恵ま

れ、遠くに八ヶ岳や妙高山を見ながらの実習となり

ました。 

調印式の様子 

山岳基礎 登山道整備実習【6 月25 日】 

 

デュアル実習協定書調印式【6 月17 日】 

春季クラスマッチが開催されました。好天の中、男子

はソフトボール競技、女子はバレーボール競技を行い

ました。 

どの競技でも熱戦が繰り広げられ、クラスの団結力を高めるよ

い機会となりました。また、大きな怪我等もなく無事終えること

が出来ました。 

鍬を使い、水の流れる溝を掘りました。 

白馬乗鞍岳山頂 


